別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　項：保健予防費　　目：母子保健指導費
	事業名:不妊治療相談事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　健康福祉部　保健医療課　母子・保健担当　電話番号：058-272-1111（内2546）

　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費 


　要求額：2,761千円（前年度予算額：2,798千円）

	事業内容


	１　事業の内容


 不妊に悩む夫婦の精神的苦痛解消及び不妊治療の正しい選択と夫婦共に納得した治療に専念できる環境づくりを図る。

(1) 不妊相談事業の運営

　　不妊相談センター事業

　　 ・週3日　10:00～12:00、13:00～16:00
　　 ・専門相談員、専門医師（隔月1回）による不妊相談の実施（面接・電話・e-mail）

　　 ・インターネット等を通じ、不妊に関する情報提供

　　 ・不妊治療者を対象とした交流会実施　

　　 ・出張相談会の実施（週1回　ふれあい福寿会館、年4回　圏域ごとに開催）

　　 ・週末相談会の実施（隔月1回　ふれあい福寿会館）　

各保健所での不妊相談窓口の設置
・保健所保健師が不妊に関する相談に対応し、治療等の専門的なアドバイスが
必要な事例については不妊相談センターへ紹介

・特定不妊治療費助成申請者に対し、希望者には相談センターの事業（交流会等）を紹介

不妊治療者支援委員会の開催

・不妊治療費助成事業及び不妊相談センターにおける相談事業の実施方法等を評価・検討し、両事業の適正かつ効果的な運営を図る

（２）特定不妊治療費助成事業

　　 ・保健所・センターにおいて申請書の受理し、県で認定、支給

　　　処理件数の増　Ｈ21　1,318件　→　Ｈ22　1,419件　（101件/年）

　　・生殖医療専門医師による新規指定医療機関審査

　　・生殖医療専門医師による更新（3年ごと）の指定医療機関審査

　　　　平成22年度　更新施設　11医療機関
	２　所要経費


（１）　継続　相談事業　　　2,173千円
（２）　継続　助成事業　  　　588千円
　　　　　　　　　　　　合計　2,761千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


 Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり

　１　子どもを生み育てやすい地域をつくる 
	２　これまでの取組状況


　週3回の相談日を設け、面接相談・電話相談・メール相談・悩む方同士の交流会を行った。（平成22年度　520件）

・面接相談　　 55件　　　　　　

・電話相談　　174件

・メール相談   89件

・交流会　　　202件
	３　これまでの取組に対する評価


　相談件数が一日あたり約3.7件、継続的に相談をされる方もある。相談することにより、不妊治療に関する正しい情報を得ることができ、不安や精神的苦痛の解消を図っている。主治医には聞きづらいことを相談する例も多く、公的機関における不妊相談は不可欠であり、今後一層の事業の充実を図る必要性がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	2,798
	1,399
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,399

	要求額
	2,761
	1,380
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,381

	決定額
	2,761
	1,380
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,381


